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地
球
を
冷
や
す
役
割
を
担
っ
て
い
る

北
極
と
南
極
の
海
氷
が
、
観
測
史
上
、
最

も
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
最
新
の

人
工
衛
星
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
米
国
立
雪
氷
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
（
Ｎ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｃ
）
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
今
年
２
月
９
～
１３
日
の
５
日
間
に
お

け
る
、
北
極
と
南
極
の
海
氷
の
合
計
面
積

は
1，576

万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
、
２０２３
年

1
～
２
月
の
５
日
間
で
の
最
低
記
録
（

1,５９３

万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
を
下
回
り
ま
し

た
。 今

回
の
海
氷
の
減
少
は
、
暖
か
い
空
気
、

暖
か
い
海
、
そ
し
て
風
が
氷
を
砕
く
こ
と

が
組
み
合
わ
さ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た

と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
南
極
の
海
氷
は

比
較
的
薄
く
、
移
動
し
や
す
い
特
徴
が
あ

り
、
大
陸
に
囲
ま
れ
て
い
る
北
極
と
異
な

り
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
た
め
、
風
に
よ
る

破
壊
も
多
く
発
生
し
ま
す
。 

北
極
は
地
球
全
体
の
平
均
の
約
４
倍

の
速
さ
で
温
暖
化
し
て
お
り
、
夏
の
終
わ

り
の
海
氷
範
囲
は
、
１９８０
年
代
の
平
均
７００

万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
、
２０１０
年
代
に

は
４５０
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
減
少
し

ま
し
た
。
国
連
の
気
侯
変
動
に
関
す
る
政

府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
に
よ
る
と
、

２０５０
年
ま
で
に
少
な
く
と
も
一
度
は
、
夏
の

終
わ
り
に
北
極
の
海
氷
が
ほ
ぼ
な
く
な

る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。 

           

北
極
と
南
極
周
辺
の
海
氷
は
、
太
陽
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
大
半
を
宇
宙
に
反
射
す
る

巨
大
な
鏡
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
気
温
上
昇
に
よ
り
こ
の
《
鏡
》

が
小
さ
く
な
る
と
、
そ
の
下
の
暗
い
海
が

よ
り
多
く
の
熱
を
吸
収
し
、
地
球
を
さ
ら

に
温
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。 

地
球
全
体
の
煎
を
分
配
し
、
イ
ギ
リ
ス

や
北
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
を
比
較
的
温

暖
に
保
っ
て
い
る
海
洋
大
循
環
（
※
海
水

が
世
界
中
を
巡
る
こ
と
）
に
お
い
て
も
、

海
氷
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
や
ペ
ン
ギ
ン
な
ど

の
野
生
生
物
だ
け
で
な
く
、
地
球
全
体
の

気
候
や
気
象
現
象
へ
の
影
響
が
強
く
な

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
は

２
月
１４
日
、
世
界
の
電
力
需
要
か
2027
年
ま

で
に
年
約
４
％
の
ペ
ー
ス
で
増
加
す
る

と
の
試
算
を
公
表
し
ま
し
た
。
2027
年
の
世

界
の
電
力
需
要
は
３
万
２,５４２
テ
ラ
ワ
ッ
ト

時
と
予
測
。
３
年
間
で
計
約
３,５００
テ
ラ
ワ
ッ

ト
時
の
伸
び
を
見
込
み
、
約
半
分
を
中
国

が
占
め
る
と
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ウ
ド
や

人
工
知
能
（
AI
）
、
電
気
自
動
車
（
ＥＶ
）

の
普
及
を
背
景
に
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
や

半
導
体
工
場
の
新
設
が
各
地
で
進
み
、
局

地
的
に
電
力
需
要
か
急
増
し
て
い
る
こ

と
が
大
き
な
要
因
で
す
。
一
方
で
日
本
の

電
力
需
要
は
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま

し
た
が
、
２０２３
年
度
を
底
に
増
加
に
転
じ
、

２０３４
年
度
ま
で
の
10
年
間
に
6.2
％
増
え
る

見
通
し
で
す
。
電
力
需
要
の
拡
大
に
対
応

す
る
た
め
火
力
に
回
帰
す
る
動
き
が
世

界
的
な
ト
レ
ン
ド
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
三

菱
重
工
業
か
手
掛
け
る
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

事
業
も
2024
年
３
月
期
に
1
兆

2，593

億
円
と

過
去
最
高
を
更
新
。
「
カ
ー
ボ
ン
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
（
左
記
※
参
照
）
」
の
実
現
を
掲
げ

て
い
る
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
や
グ
ー
グ
ル

は
、
共
に
2023
年
の
排
出
量
が
2020
年
比
で

４
割
増
え
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

は
サ
ー
バ
ー
を
冷
や
す
た
め
の
空
調
機

器
が
消
費
電
力
全
体
の
３
分
の
１
を
占

め
る
と
さ
れ
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
省
エ

ネ
技
術
の
開
発
が
、
脱
炭
素
と
の
両
立
の

カ
ギ
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

※
カ
ー
ボ
ン
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
・
・
Ｃ０２
排

出
量
を
削
減
し
た
上
で
、
植
林
や
海
洋
資

源
保
護
と
い
っ
た
取
り
組
み
を
実
施
し

て
Ｃ０２
の
吸
収
量
を
高
め
、
全
体
と
し
て
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
マ
イ
ナ
ス
に
す

る
こ
と
。 

  

 

工
法
に
よ
る
軒
高
の
測
り
方 

 

「
軒
の
高
さ
」
に
よ
っ
て
構
造
や
斜
線

の
規
制
が
加
わ
っ
た
り
、
規
制
が
緩
和
さ

れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
設
計
の

際
に
は
、
注
意
深
く
寸
法
設
定
し
た
ほ
う

が
い
い
で
し
ょ
う
。 

 

軒
の
高
さ
は
建
築
基
準
法
施
行
令
第

２
条
第
１
項
第
七
号
で
定
め
ら
れ
、
「
地

盤
面
か
ら
建
築
物
の
小
屋
組
み
ま
た
は

こ
れ
に
代
わ
る
横
架
材
を
支
持
す
る
壁
、

敷
げ
た
ま
た
は
柱
の
上
端
ま
で
の
高
さ
」

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
工
法
に
よ
っ
て

測
定
す
る
高
さ
は
異
な
り
ま
す
。 

 

枠
組
壁
工
法
で
は
、
頭
つ
な
ぎ
を
支
持

す
る
壁
の
上
端
と
な
り
ま
す
。
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
、
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
、
鉄
骨
ラ
ー
メ
ン
造
な
ど
で
は
梁
の
上

端
が
軒
の
高
さ
に
な
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
造
の
場
合
は
臥
梁
の
上
端
が

軒
の
高
さ
に
な
り
ま
す
。 

 

片
流
れ
屋
根
の
場
合
は
、
原
則
と
し
て

高
い
側
の
軒
の
高
さ
を
軒
の
高
さ
と
し

ま
す
。
な
お
、
屋
根
が
小
屋
組
み
で
形
成

さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
そ
れ
を
支
持
す
る

壁
ま
た
は
柱
の
上
端
ま
で
と
し
ま
す
。 

軒
の
高
さ
は
も
と
も
と
建
築
物
の
小

規
模
性
に
着
目
し
て
設
け
ら
れ
た
概
念

で
、
主
に
小
規
模
建
築
物
に
対
す
る
緩
和

に
用
い
ら
れ
る
も
の
と
い
え
ま
す
。
逆
に

い
え
ば
軒
の
高
さ
は
、
小
規
模
か
そ
う
で

な
い
か
の
目
安
に
も
な
り
ま
す
。 

 

【
ポ
イ
ン
ト
】 

小
屋
組
み
な
ど
の
横
架
材
を
支
持
す

る
壁
、
敷
げ
た
、
柱
の
上
端
ま
で
の
高
さ

が
「
軒
の
高
さ
」
。 

軒
の
高
さ
に
応
じ
た
規
制
や
規
制
緩

和
が
あ
り
ま
す
。 

 

 

共
同
住
宅
の
容
積
率
緩
和
は
地
階
部
分

よ
り
も
共
用
廊
下
を
優
先
す
る 

 

建
築
基
準
法
は
、
容
積
率
算
定
の
延
べ

面
積
に
対
し
て
い
く
つ
か
の
緩
和
規
定

を
設
け
て
い
ま
す
。
一
例
が
、
共
同
住
宅

と
老
人
ホ
ー
ム
等
の
「
地
階
部
分
」
と
「
共

用
廊
下
・
階
段
」
を
延
べ
面
積
か
ら
除
く

規
定
で
す
。 

地
階
部
分
と
共
用
廊
下
を
併
せ
持
つ

共
同
住
宅
の
確
認
申
請
書
の
面
積
欄
は
、

除
外
部
分
の
面
積
計
算
に
は
除
く
順
番

が
あ
り
、
間
違
え
る
と
書
き
直
し
を
求
め

ら
れ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。 

 

床
面
積
の
除
外
に
関
す
る
規
定
は
、
法

第
52
条
第
３
項
、
第
６
項
と
建
築
基
準
法

消
費
者
も
知
っ
て
お
く
べ
き 

建
築
基
準
法
ア
ラ
カ
ル
ト 
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施
行
令
第
２
条
に
あ
る
。
こ
の
う
ち
令
第

２
条
は
、
容
積
率
を
定
め
た
法
第
52
条
第

１
項
に
出
て
く
る
「
延
べ
面
積
」
の
定
義

に
か
か
わ
る
も
の
で
優
先
度
が
高
く
な

り
ま
す
。
自
動
車
車
庫
等
、
備
蓄
倉
庫
な

ど
６
つ
を
除
外
対
象
と
し
、
床
面
積
計
算

で
は
ま
ず
こ
れ
ら
の
部
分
を
除
き
ま
す
。 

法
第
52
条
第
３
項
は
「
住
宅
、
老
人
ホ

ー
ム
等
の
地
階
部
分
」
を
、
同
条
第
６
項

は
「
昇
降
機
の
昇
降
路
の
部
分
」
と
「
共

同
住
宅
、
老
人
ホ
ー
ム
等
の
共
用
廊
下
と

階
段
の
用
に
供
す
る
部
分
」
を
そ
れ
ぞ
れ

除
外
対
象
に
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち

第
３
頂
に
「
第
６
項
の
部
分
を
除
く
」
と

あ
る
た
め
、
共
同
住
宅
で
は
昇
降
機
の
昇

降
路
、
共
用
の
廊
下
と
階
段
の
除
外
が
地

階
部
分
よ
り
優
先
し
ま
す
。
確
認
申
請
書

の
第
三
面
に
も
、
こ
れ
ら
の
順
番
で
差
し

引
い
た
床
面
積
を
記
載
し
ま
す
。 

 

【
ポ
イ
ン
ト
】 

容
積
率
算
定
延
べ
面
積
の
緩
和
規
定

に
は
計
算
す
る
際
に
『
除
外
す
る
順
番
』

が
あ
り
ま
す
。 

延
べ
面
積
の
定
義
に
か
か
わ
る
除
外

部
分
を
最
優
先
し
ま
す
。 

共
同
住
宅
で
は
地
階
よ
り
共
用
廊
下

を
先
に
除
き
ま
す
。 

 

□
2025
年
度
総
会
日
程
の
お
知
ら
せ  

2025
年
度
総
会
は
５
月
24
日
（
土
）
午
後

に
開
催
予
定
で
す
。
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ

ム
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
に
よ
る
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
正
会
員
の
皆
様
は
、
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
に
て
ご
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  

 

 

～～
編編
集集
後後
記記
～～  

 

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
山
火
事
に
続
き
日

本
で
も
岩
手
県
大
船
渡
市
や
奈
良
県
川

上
村
の
大
規
模
な
山
火
事
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
風
向
き
に
よ
っ
て
火
の
手
の
進

行
方
向
が
変
わ
り
消
火
活
動
も
困
難
を

き
た
し
住
民
の
避
難
も
余
儀
な
く
さ
れ

大
変
だ
っ
た
と
心
痛
し
ま
す
。
出
火
原
因

は
岩
手
県
の
方
は
ま
だ
調
査
中
の
よ
う

で
す
が
、
奈
良
県
の
方
は
村
内
居
住
者
が

雑
草
を
刈
っ
て
燃
や
し
て
い
た
と
こ
ろ

付
近
に
燃
え
移
っ
た
と
警
察
発
表
さ
れ

て
い
ま
す
。
山
火
事
の
出
火
原
因
と
し
て

一
番
多
い
の
は
た
き
火
だ
そ
う
で
す
。
続

い
て
農
作
業
な
ど
で
燃
や
す
火
入
れ
、
放

火
、
た
ば
こ
と
続
く
そ
う
で
す
。
い
ず
れ

に
し
て
も
人
為
的
な
原
因
が
主
な
よ
う

で
す
。 

ち
ょ
っ
と
し
た
火
種
で
も
大
規
模
な
山

火
事
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。 

  

□
実
例
欠
陥
建
築
集
・
木
造
編 

次
ペ
ー
ジ
に
、
当
会
の
１０
周
年
記
念
事
業

と
し
て
作
成
し
た
「
実
例
欠
陥
建
築
集
・

木
造
編
」
の
一
部
を
、
掲
載
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
順
次
掲
載
い
た
し
ま
す
（
紙
面
の

都
合
に
よ
る
不
定
期
掲
載
） 

   

 

 

会の活動にご協力ください！ 

 

●会員の種類      ●年会費 

正  会  員 ----- 24,000 円 

消費者正会員 ----- 12,000 円 

一 般 会 員  -----  6,000 円 

団体一般会員 ----- 48,000 円 

   

※ご入会の際は入会申込書が必要です。 

事務局までご連絡ください。 

 

無料電話相談窓口のご案内 

あなたの家は大丈夫ですか？ 

欠陥住宅など、住まいに関する相談・質問がある方は、当会ウェブサイトの 

「相談員名簿」（http://www.kenchiku-gmen.or.jp/sumai110.html） 

に掲載されているお近くの相談員まで、直接アクセスして下さい。 
 

誰に相談すれば良いかわからないなど、不明な点がありましたら、 

 事務局にお問合せいただければ、適当な相談員をご案内します。 

   TEL：0３-６８０５-３７４１ / FAX：0３-６８０５-３７１９ 

   E-mail：jimukyoku@kenchiku-gmen.or.jp 

事事
務務
局局
かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ  

 

file:///C:/Users/taokanote21/AppData/Local/Microsoft/Windows/Temporary%20Internet%20Files/Content.IE5/DSE97RNO/相談員名簿
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